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下の図のような放物線ν=;"2と 直線ν=χ +bが 2点 A,Bで 交わっている。点Aの

χ座標が -2,点 Bの χ座標が4である。また,点 Oは 原点である。このとき,次の問いに

答えなさい。
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(1)点 Bの ν座標を求めなさい。

(2)△ OAB=△ PABと なる点 Pの 座標を功 ′    ‐ ~‐ υ
  2

上の点 Aか ら点 Bの 間にあり,点 0と は異なる点 とする。

(3)直線ι=χ 十ろと″軸の交点をCと するとき,△CoBを ″軸を回転の軸として1回転
してできる立体の体積を求めなさい。ただし円周率はπを使うこと。

(4)直線ν=―″+た について,次の問いに答えなさい。

① 直線ν=―″+たが線分ABと 交わるときのたがとる値の範囲を求めなさい。

② 直線ν=―χ+たが△OABの 面積を2等分するときのたの値を求めなさい6
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